
まちのうごき

（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

ふるさとの誇りを訪ねて

美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち

広報

月号 No.

【写真】

今月の主な内容（Contents）

７

トライやる・ウィーク

後期高齢者医療制度のお知らせ

町職員（正規、嘱託、臨時）の募集

役場各課などからのお知らせ　　ほか
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平成 24 年（2012）
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－ お兄ちゃんと一緒に「よーい・ドン」 －
トライやる・ウィーク

　地域の中でさまざまな体験をする「トライや

る・ウィーク」。奥佐津幼稚園では、香住第二

中学校の生徒２人が先生の仕事を体験したり、

園児とふれあったりしました。

　ナイロン製の手作りこいのぼりを持ってか

けっこ競走を行った生徒と園児。さて、どちら

のチームが勝ったかな？

（本号 2～ 3ページに関連記事を掲載）
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　道の駅村岡ファームガーデンでは、村岡中学

校の生徒 3人がトライやる・ウィークに挑戦。

　皿洗いや調理、接客などを体験した西谷友
と も き

貴

さん（村岡区宿）は「普段しないことばかり。

お客さんに料理を配る

時は緊張しましたが、

喜んでもらえてうれし

かったです」と語って

くれました。

　北但西部森林組合で林業体験をした村岡

中学校の生徒 3人。村岡区宿の苗
なえ は た

畑では、

ヒノキの苗木の掘り取りや出荷作業を行い

ました。

　北村翼
つばさ

さん（村岡区長瀬）は「先輩の話

を聞いて楽しそうだなと思い、この事業所

を選びました。慣れないことが多くて大変

ですが、苗木を山に植え替える作業は楽し

かったです」と語ってくれました。

　かすみ矢田川温泉で掃除や接客などを体

験した香住第一中学校の生徒 4人。取材

当日は浴室のいす洗いに奮闘。

　村尾早
さ き

紀さん（香住区大谷）は「接客を

体験すると、人と接するのが上手になりそ

う。お客さんが笑顔であいさつを返してく

れるのがうれしかったです。将来は保育

士になりたいので、

私も子どもたちに

笑顔であいさつし

たいです」と語っ

てくれました。

　奥佐津幼稚園では、香住第二中学校の生

徒 2人が子どもたちと楽しくふれあいな

がら、先生の仕事を体験をしました。

　岩本将
ま さ や

弥さん（香住区隼人）は「普段は

子どもとふれあうことがないので、とて

も新鮮でした。子

どもに教えられる

ことも多く、笑顔

で接してもらって

緊張がほぐれまし

た」と答えてくれ

ました。　

慣れない包丁でフキを刻む…。緊張！

接客にトライ！接客にトライ！
（文…堀名宏

こ う き

紀、写真…藤原諒
りょ う と

人）

ヒノキよ、大きくな～れ！
（文…樋本小

こ は る

春、写真…田淵麻
ま い

衣）

温泉だいすき！温泉だいすき！
（文…田中美

み さ き

咲、写真…安田望
のぞみ

）先生は子どもたち？先生は子どもたち？
（文…藤原諒人、写真…堀名宏紀）

未
来
未
来道道へのへの

しるべしるべ

浴室のいすを洗いながら、少し息抜き！
かけっこ勝負。どっちが勝ったかな？

ヒノキの苗木ってこんなに小さいんだ！



3 －広報 ふるさと香美 2012.7

　取材風景は見たことがあるけど、実際に
取材するのは初めてで少し緊張しました。
写真担当でしたが、思ったとおりに撮れず
難しかったです。私たちの記事を読んだ人
に、体験活動をした人の気持ちが伝われば
うれしいです。（安田記者）

　緊張して上手に話を聞けなかったし、取材内容を記事にするのも大変で
した。また、短い文章でしたが、うまく表現するのも難しかったです。自
分たちで作った記事が広報に掲載されるのが楽しみです。（田中記者）

　作業中の表情が分かるように写真を撮
るのは難しかったです。インタビューした
ものを記事にすることや、タイトルを考え
るのは大変だったけど、とてもいい経験で
した。（田淵記者）

　初対面の人に話を聞くのは初めてで、取材することの大変さを知りまし
た。役場では、取材体験以外にもさまざまなものを見ることができ、いい
経験になりました。（樋本記者）

　作業する人の表情とその様子を１枚の写
真に納めるのは大変でした。また、インタ
ビューは何から聞けばいいか分からず、と
ても緊張しました。初めての体験で不安も
たくさんあったけど、いろんな人の話が聞
けて良かったです。（藤原記者）

　インタビューでは、自分の聞きたいことがうまく相手に伝わっているか
不安でした。取材で要点だけをメモしていましたが、原稿を書くときに内
容が少なくて「もう少し聞いとけばよかった」と困りました。緊張しまし
たが、普段することのない貴重な体験ができました。（掘名記者）

　今回のトライやる・ウィークでは、香住

第一中学校の生徒 4人と香住第二中学校

の生徒２人が 5日間、役場の業務にトラ

イ！そのうち 2日間は各事業所で取材活

動を行い、本号 2ページの記事を作成し

ました。

　ここでは、6人が取材活動を通して感じ

たことを『取材後記』としてご紹介します。

　なお、取材を快く受けていただいた各中

学校の生徒の皆

さん、そして各

事業所の関係者

の皆さん、取材

活動にご協力い

ただきありがと

うございました。

　ふれあい温泉おじろん

で、浴室の掃除やボイラー

室を見学しながら職員か

ら接客を学んだ小代中学

校の生徒 2人。

　久保井里
り か

佳さん（小代

区茅野）は「普段よく来ている温泉で体験

をしたかった。掃除はとても楽しいですが、

接客は難しいですね」と語ってくれました。

　小代認定こども園で、園児との食事

やトイレ・歯磨きの世話などを通して、

保育士の仕事を体験した小代中学校の

生徒 4人。

　藤澤玲
れ い さ

佐さん（小代区水間）は 「子

どもたちのお世話は大変なことが多い

けど、遊んだりするのはとても楽しい

です」と笑顔で頑張っていました。

接客は大変！接客は大変！

子どもの笑顔は最高！

　6 月 4 日から 8 日までの 5 日間、　6 月 4 日から 8 日までの 5 日間、

町内 4中学校の 2年生 208 人が「ト町内 4中学校の 2年生 208 人が「ト

ライやる ･ウィーク」に参加。ライやる ･ウィーク」に参加。

　町内の 88 事業所で大勢の指導ボ　町内の 88 事業所で大勢の指導ボ

ランティアの皆さんにご協力、ごランティアの皆さんにご協力、ご

支援をいただきながら、さまざま支援をいただきながら、さまざま

仕事を体験し、その楽しさ、厳しさ、仕事を体験し、その楽しさ、厳しさ、

喜びなどを学びました。喜びなどを学びました。

　生徒を受け入れていただいた事　生徒を受け入れていただいた事

業所の皆さん、指導ボランティア業所の皆さん、指導ボランティア

の皆さんには、大変お世話になりの皆さんには、大変お世話になり

ましたこと、厚くお礼申し上げます。ましたこと、厚くお礼申し上げます。

　ここで取り組みの一部をご紹介　ここで取り組みの一部をご紹介

します。します。

ようこそいらっしゃいました！

上手に歯磨きできたかな？

■  役場で広報の取材体験をした６人の記者

　写真左上から安田望（香住第二中学校、香住区

奥安木）、田中美咲（同中、同区九斗）、田淵麻衣

（香住第一中学校、同区加鹿野）、写真左下から樋

本小春（香住第一中学校、同区加鹿野）、藤原諒

人（同中、同区境）、堀名宏紀（同中、同区香住）

取材後記取材後記
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

後期高齢者医療制度のお知らせ
７月中旬に新しい被保険者証を送付

●問い合わせ先　役場健康課・各地域局

　　　　　　　　県後期高齢者医療広域連合事務局　℡ 078・326・2021

限度額適用・標準負担額減額認定証

　7月中旬に新しい被保険者証を送付しますので、8月　7月中旬に新しい被保険者証を送付しますので、8月

1日（水）から新しい被保険者証を医療機関などの窓口1日（水）から新しい被保険者証を医療機関などの窓口

で提示してください。で提示してください。

　保険料の納付状況によっては、有効期限が短い保険証　保険料の納付状況によっては、有効期限が短い保険証

（短期被保険者証）を送付することがあります。保険料（短期被保険者証）を送付することがあります。保険料

納付が困難な事情がある場合は早めに相談してください。納付が困難な事情がある場合は早めに相談してください。

　一部負担金の割合は、同一世帯内の被保険者の平成　一部負担金の割合は、同一世帯内の被保険者の平成

23 年中の所得により算出された平成 24 年度の住民税23 年中の所得により算出された平成 24 年度の住民税

課税所得と平成 23年（1月から 7月までは平成 22年）課税所得と平成 23年（1月から 7月までは平成 22年）

中の収入額をもとに計算しています。中の収入額をもとに計算しています。

　なお、世帯状況の異動や所得の更正などにより、随時　なお、世帯状況の異動や所得の更正などにより、随時

変更されることがあります。変更されることがあります。

　　また、被保険者証の裏面に「臓器提供の意思表示」欄また、被保険者証の裏面に「臓器提供の意思表示」欄

が設けられていますが、この意思表示は任意であり、記が設けられていますが、この意思表示は任意であり、記

入を義務付けられるものではありません。記入していた入を義務付けられるものではありません。記入していた

だいた場合、個人情報保護シールを送付しますので、希だいた場合、個人情報保護シールを送付しますので、希

望する人は役場までご連絡ください。望する人は役場までご連絡ください。

　世帯員全員が住民税非課税（表の区

分で低所得Ⅰ・Ⅱに該当）の人は、「限

度額適用・標準負担額減額認定証」を

提示することで、医療機関ごとに 1ヵ

月間に支払う一部負担金が、外来・入

院とも表の世帯単位欄の限度額までと

なり、入院時の食事代も減額されます。

　認定証の更新時期は毎年 8月 1 日

です。

　現在、減額認定証をお持ちで 8月

以降も引き続き対象となる人には、7

月中旬頃に新しい減額認定証を被保険

者証と一緒に送付する予定です。

　世帯員全員が住民税非課税の人で、

減額認定証の申請をされていない場合

は、役場または各地域局で申請してく

ださい。

被保険者証の更新時期は 8月 1日（水）です！

区

分

一部

負担

金の

割合

自己負担限度額 ( 月額 ) 入院時の食事代

の標準負担額　

(1 食当たり )

該　当　条　件個人単位

[ 外来 ]

世帯単位

[ 入院含む ]

現
役
並
み
所
得
者

３割 44,400 円

80,100 円＋（医療費－

267,000 円）×１％

[44,400 円 ]※ 1
260 円

　同一世帯に住民税課税所得 145 万円以上の被保険者がい

る世帯の人。ただし、住民税課税所得 145 万円以上でも収

入が一定の金額に満たない人（注）は、役場または各地域局

に申請することにより「一般」の区分となります。

（対象となる可能性がある人には申請書を送付しています）

一般

１割

12,000 円 44,400 円 「現役並み所得者」、「低所得Ⅱ」、「低所得Ⅰ」以外の人

低
所
得

Ⅱ

8,000 円

24,600 円
210 円

[160 円 ]※ 2 世帯員

全員が

住民税

非課税

「低所得Ⅰ」以外の人

Ⅰ 15,000 円 100 円

○ 各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を

80 万円として計算）を差し引いたときに０円と

なる人

○老齢福祉年金の受給者

※１　［　］内は過去 12ヵ月以内にすでに 3回以上高額療養費が支給されている場合、4回目からの額

※２　［　］内は過去 12ヵ月の入院日数が 90日を超える場合、91日目からの額（申請が必要）

( 注 )　○同一世帯に被保険者が一人の場合　⇒被保険者の収入…383 万円 

　　　○同一世帯に被保険者が一人（収入 383 万円以上）で 70歳以上 75歳未満の人がいる場合

　　　　⇒被保険者と 70歳以上 75歳未満の人全員の収入合計…520 万円

　　　○同一世帯に被保険者が複数いる場合　⇒被保険者全員の収入合計…520 万円

医療費の一部負担金の割合と自己負担限度額など
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

町
職
員
（
正
規
・
嘱
託
・
臨
時
）
の
募
集

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先　

正
規
職
員
…
役
場
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘱
託
・
臨
時
職
員
…
役
場
総
務
課
・
各
地
域
局

職種 採用予定人数 受験資格など

一般事務職 3人
　昭和 58 年 4 月 2日以降に生まれた人で、高等学校以上の
学校を卒業した人、または平成 25 年 3 月末までに卒業見込
みの人

保健師 1人
　昭和 58 年 4 月 2日以降に生まれた人で、保健師の免許を
持つ人、または平成 25年３月末までに取得見込みの人※1

幼稚園教諭 2人
　昭和 58 年 4 月 2日以降に生まれた人で、幼稚園教諭の免
許および保育士の資格を持つ人、または平成 25 年 3 月末ま
でにいずれも取得見込みの人※1

水道技術者 1人
　昭和 53 年 4 月 2日以降に生まれた人で、水道技術管理者
の資格要件※2 を満たす人、または平成 25 年 3月末までに満
たす見込みの人※1

職種・採用予定人数・受験資格など

採
用
予
定
日

　

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降

試
験

　

【
第
１
次
試
験
】

　

◆
と
き
・
と
こ
ろ

　
　

 　

９
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

（
水
道
技
術
者
は
同
日
午
後
１
時
〜
）、

香
住
文
化
会
館

　

◆
内
容

　
　

 　

教
養
、
作
文
、
事
務
能
力
の
試
験

と
性
格
検
査
（
水
道
技
術
者
は
教
養

試
験
を
除
く
）

　

【
第
２
次
試
験
】

　

 　

試
験
日
時
や
内
容
な
ど
は
、
第
１
次

試
験
合
格
者
に
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
方
法

　

役
場
ま
た
は
各
地
域
局
備
え
付
け
の
受

験
申
込
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
の
上
、

役
場
総
務
課
へ
提
出
（
郵
送
可
）
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
期
限

　

８
月
20
日
（
月
）
ま
で
の
平
日
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
の
間
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、郵
送
の
場
合
は
８
月
20
日
（
月
）

必
着
で
す
。

※ 1 免許および資格を取得する見込みの人が取得期限までに取得できなかった場合、試験に合格しても採用される資格
を失います。

※ 2 水道技術管理者の資格要件とは、水道法施行令（昭和 32 年政令第 336 号）第 6条に規定する資格を指します。

正
規
職
員
（
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
採
用
）

嘱
託
職
員
（
今
年
９
月
１
日
付
採
用
）

職種、採用予定人数

　小代診療所看護師…1人

採用予定日

　9月 1日付

勤務時間

　8:30 ～ 17:15（週 4日）

賃金など

　月額 165,000 円

　社会保険・雇用保険加入、通勤手当支

給

応募資格

 　昭和 31 年 4月 2日以降に生まれ、看

護師免許を持つ町内に住所のある健康な

人

応募方法

　市販の履歴書（写真貼付）に看護師免

許の写しを添付して提出してください。

8月上旬に面接を行います。

応募期限

　7月 23日（月）

臨
時
職
員
（
今
年
８
月
１
日
以
降
採
用
）

職種（勤務場所）、採用予定人数

　①介護保険認定調査員（本庁福祉課）…1人

　②香住学校給食センター調理員…1人

採用予定日

　① 8月 1日（水）、② 8月 20日（月）

勤務時間

　① 8:30 ～ 17:15、② 8:00 ～ 16:45

　①、②いずれも週 5日勤務

賃金など

　①日額 6,700 円、②日額 6,400 円

　①、②いずれも社会保険・雇用保険加入、通

勤手当支給

応募資格

 　①は普通自動車運転免許を持つ人

　①、②いずれも昭和 31年 4月 2日以降に生

まれ、町内に住所のある健康な人

応募方法

　市販の履歴書（写真貼付）を提出してくださ

い。①、②いずれも 7月下旬に面接を行います。

応募期限

　7月 23日（月）
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税
率
な
ど
の
決
定
と
税
額
の
軽
減
措
置

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
税
務
課
・
各
地
域
局

平
成
24
年
度 

国
民
健
康
保
険
税

税
率
な
ど
の
決
定

　

平
成
24
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保

税
）
の
税
率
が
表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
課
税
限
度
額
は
昨
年
度
と
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。

区　分
医療給付費分

Ａ

後期高齢者支援金分

Ｂ

介護納付金分

Ｃ
所　得　割 6.13％ 1.79％ 2.14％
資　産　割 19.52％ 5.68％ 7.09％
均　等　割 20,100 円 5,820 円 9,150 円
平　等　割 18,380 円 5,340 円 5,500 円
課税限度額 51万円 14万円 12万円

＜区分ごとの算出方法＞
　・所得割額＝（平成 23年中の総所得金額など ― 基礎控除額 33万円）× 税率
　・資産割額＝平成 24年度の家屋 ･土地に係る固定資産税額 × 税率
　・均等割額＝国保加入者１人にかかる定額
　・平等割額＝国保加入世帯にかかる定額

平成 24 年度 国保税 税率表

税
額
の
軽
減

　

世
帯
主
（
擬
制
世
帯
主
を
含
む
）
お
よ
び

そ
の
世
帯
の
国
保
加
入
者
の
平
成
23
年
中
の

所
得
の
合
計
が
次
の
基
準
以
下
の
場
合
は
、

均
等
割
額
と
平
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
ま
た
は
町
県
民
税
の
申

告
が
必
要
で
す
。

基準所得 軽減割合
33万円 7割
33 万円＋被保険者数（世帯主除く）

× 24万 5千円
5 割

33万円＋被保険者数× 35万円 2 割

軽減割合

税
額
の
算
定
方
法

　

国
保
税
は
、
国
保
加
入
者
の
年
齢
に
よ
っ

て
算
定
方
法
が
異
な
り
、
①
40
歳
未
満
、
②

保
険
料
の
納
付
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
年
金
事
務
所　

℡
０
７
９
６
・
22
・
０
９
４
５

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
、
申
請
に
よ
り
そ
の
全
額
ま
た

は
一
部
が
免
除
さ
れ
る
制
度
や
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
（
役
場
ま
た
は
各

地
域
局
、
年
金
事
務
所
で
随
時
受
け
付
け
）。

免
除
（
全
額
・
一
部
）
申
請

　

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前
年
所
得
が

少
な
い
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
全
額
ま
た

は
一
部
免
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
一
部
免

除
の
場
合
、
必
ず
残
り
の
保
険
料
を
納
付
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
納
付
が
な
い
場
合
は

「
未
納
扱
い
」
と
な
り
ま
す
）。

若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　

30
歳
未
満
の
人
で
本
人
、
配
偶
者
の
前
年

所
得
が
少
な
い
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
申
請

　

20
歳
以
上
の
学
生
で
前
年
所
得
が
少
な
い

場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※ 

①
に
よ
り
納
付
を
免
除
さ
れ
る
期
間
は
受
給
資
格

期
間
（
将
来
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
加
入

期
間
）
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
全
額
納
付
し
た
場

合
に
比
べ
て
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

※ 

②
、
③
に
よ
り
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
期
間
は
受
給

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
の
計
算

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

※ 

①
〜
③
の
す
べ
て
で
、
免
除
・
猶
予
期
間
が
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
追
納
で
き
ま
す
。

※ 

①
、
②
の
対
象
と
な
る
所
得
の
目
安
（
全
額
免
除

申
請
、
若
年
者
納
付
猶
予
申
請
の
場
合
は
所
得
の

基
準
額
）
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

①
、
②
の
承
認
期
間
は
今
年
７
月
か
ら
来

年
６
月
ま
で
で
、
こ
の
期
間
中
に
申
請
す
れ

ば
今
年
７
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
制
度
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
７
月
か
ら
今
年
６
月
分
ま
で

の
申
請
期
限
は
今
年
７
月
中
で
す
の
で
、
希

望
す
る
人
は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

区　分 単身世帯
2人世帯

（夫婦のみ）

4 人世帯

（夫婦＋子2人）
全額免除

若年者納付猶予
57万円 92万円 162 万円

一

部

免

除

4分の 3免除 93万円 142 万円 230 万円

半額免除 141 万円 195 万円 282 万円

4分の 1免除 189 万円 247 万円 335 万円

対象となる所得の目安一覧

※ 学生納付特例申請の所得基準…
　 118 万円＋（扶養親族などの人数× 38 万円）＋社会保
険料控除など

40
歳
以
上
65
歳
未
満
、
③
65
歳
以
上
75
歳
未

満
の
３
区
分
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

①
40
歳
未
満
…
Ａ
＋
Ｂ

　

②
40
歳
以
上
65
歳
未
満
…
Ａ
＋
Ｂ
＋
Ｃ

　

③
65
歳
以
上
75
歳
未
満
…
Ａ
＋
Ｂ

　
　
　

（
介
護
保
険
料
は
別
に
賦
課
）
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　

今
年
度
、
町
内
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
や

教
室
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
各
種
団
体
に
参

加
を
呼
び
掛
け
「
香
美
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
開
催
。
体
力
づ
く

り
に
対
す
る
意
識
の
向
上
や
各
団
体
間
の
交

流
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
、
ま
た
、
美
し
い

ふ
る
さ
と
の
再
発
見
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

「
読
書
」、「
あ
い
さ
つ
」、「
体
力
づ
く
り
」

の
３
つ
の
町
民
運
動
へ
の
取
り
組
み
を
啓
発

し
、
町
教
育
振
興
基
本
計
画
の
実
現
を
目
指

し
て
い
る
町
教
育
委
員
会
。
こ
の
う
ち
「
体

力
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
、現
在
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

転
出
後
の
市
町
村
で
も
利
用
可
能
に
！

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
実
施
中
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局

●
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）

町
民
運
動
「
体
力
づ
く
り
」
の
一
環
に

　

皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
住
基
カ
ー
ド
は
、
こ

れ
ま
で
は
町
外
へ
転
出
す
る
と
失
効
し
、
あ

ら
た
め
て
転
入
先
の
市
町
村
で
交
付
の
手

続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
住
基
カ
ー
ド
の
利
便
性
を
高
め

よ
う
と
、
７
月
９
日
の
改
正
住
民
基
本
台
帳

法
の
施
行
に
よ
り
、
原
則
、
町
外
に
転
出
し

て
も
継
続
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

▼ 住基カードは、市町村が交付する安全性
の高いＩＣカードです（新規で作成する
場合、手数料として 500 円が必要）。
　 また、写真付きと写真なしの 2種
類があります（下は写真
付き住基カードの
見本）。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
「
香
美
町

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
年
度
に
町
内
で

行
わ
れ
る
上
表
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
や
教

室
を
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
繋
ぐ
も
の
。
大
会

や
教
室
に
参
加
し
て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、
３

つ
以
上
集
め
た
参
加
者
の
中
か
ら
合
計
距
離

の
上
位
３
人
に
町
内
特
産
品
を
贈
呈
し
ま
す

（
３
つ
以
上
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
人
に
は

も
れ
な
く
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）。

　

５
月
26
日
に
開
催
し
た
名
勝
香
住
海
岸
絶

景
ジ
オ
パ
ー
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
皮
切
り
に
、

次
々
と
行
わ
れ
る
町

内
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
や
教
室
な
ど
に

参
加
し
て
、
体
力
づ

く
り
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

＜大　会＞

日　時 名　称 問い合わせ先

5 月 26 日　＊
名勝香住海岸絶景ジオパーク
ウォーキング

役場観光商工課

6月 17日　＊ 蘇武岳町民ハイキング 村岡区中央公民館

6月 24日　＊
ハチ北高原ダイエット
ウォーキング

香美町村岡観光協会
（℡ 94・0123）

9月 30 日
村岡ダブルフルウルトラ
ウォーキング

同実行委員会
（℡ 94・0298）

10 月 21 日
「秋の兎和野・瀞川平」
山岳歩こう会

兎和野高原野外教育センター
（℡ 94・0211）

11 月 3日
但馬牛ゆったりウオーク
（1日目）

同実行委員会（小代地域局内）

11月 4日
但馬牛ゆったりウオーク
（2日目）

同上

11月 11 日 蘇武岳ハイキング 村岡区中央公民館

3月 17日 スノーシューハイキング
兎和野高原野外教育センター
（℡ 94・0211）

＜体　験＞

日　時 名　称 問い合わせ先

6 月 10 日　＊ ノルディックウォーク体験
兎和野高原野外教育センター
（℡ 94・0211）

冬季（未定）
挑戦！クロスカントリー
スキー

兎和野高原野外教育センター
（℡ 94・0211）

＜教　室＞

日　時 名　称 問い合わせ先

7 ～ 9月の毎週水曜日 水中ウォーキング教室
香住Ｂ＆Ｇ海洋センター
（℡ 36・2467）

7 ～ 11 月の毎週木曜
日または金曜日

Ｎ anpo ウォーキング教室 役場健康課

香美町ウォーキングスタンプラリー協賛大会や教室など
＊印はすでに終了したもの（本号発行日現在）

※各大会、教室などの詳細は各問い合わせ先までお願いします。
※問い合わせ先の市外局番はいずれも「0796」。

　

継
続
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、

役
場
ま
た
は
各
地
域
局
で
住
所
変

更
手
続
き
を
す
る
際
に
、
住
基

カ
ー
ド
を
持
参
の
上
、
そ
の
旨
を

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
外
国
人
の
皆
さ
ん
の
住

基
カ
ー
ド
の
交
付
は
、
平
成
25
年

７
月
８
日
か
ら
の
予
定
で
す
。
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地地域医療域医療
今、私たちにできること…

●問い合わせ先　役場健康課地域医療対策室

　

医
療
関
係
者
、
住
民
、
行
政
が
手
を
携

え
、
医
療
を
通
し
て
よ
り
良
い
地
域
社
会

を
目
指
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
住
む
人
々

が
健
康
で
安
心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

そ
の
よ
う
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
で
少
し
ず
つ
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

今
回
は
、
昨
年
度
ス
タ
ー
ト
し
毎
回
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
香
美
町
地
域
医

療
巡
回
講
座
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

受
講
し
た
皆
さ
ん
の
〝
声
〞

参
加
し
た
研
修
医
の
〝
声
〞

　

こ
の
巡
回
講
座
は
、
医
師
が
地
域
に
出
向

き
、
健
康
や
病
気
予
防
な
ど
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
説
明
す
る
も
の
で
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
ご
自
分
の
健
康
を
守
る
意
識
を
高
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
医
療
へ
の
相
互

理
解
を
図
る
機
会
と
し
て
設
け
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
全
14
回
の
講
座
を
延
べ
５
５
０

人
が
受
講
。
講
座
終
了
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
そ
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

成
人
を
対
象
と
す
る
テ
ー
マ
で
開
催
し
た

計
11
回
の
講
座
で
は
、回
答
者
（
２
７
７
人
）

の
約
８
割
が
「
自
分
自
身
の
健
康
づ
く
り
」

に
何
か
し
ら
取
り
組
み
た
い
と
回
答（
図
１
）。

　

「
５
分
づ
き
の
米
、
大
豆
、
貝
類
を
積
極

的
に
取
り
、
１
口
30
回
よ
く
か
む
」、「
塩
分

を
減
ら
す
」、「
終
末
期
の
こ
と
を
も
っ
と
考

え
る
」、「
食
生
活
の
改
善
で
家
族
の
健
康
づ

く
り
を
」
な
ど
と
い
っ
た
具
体
的
な
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
医
師
か
ら
直
接
正
し
い
知

識
を
学
ぶ
こ
と
は
大
変
重
要
で
、
病
気
予
防

の
意
識
づ
け
と
実
践
へ
の
意
欲
を
高
め
る
こ

と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

全
講
座
を
通
し
て
「
地
域
医
療
へ
の
関
心

度
」を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、回
答
者（
３
３
７
人
）

の
約
９
割
が
「
考
え
た
こ
と
が
あ
る
」
ま
た

は
「
関
心
が
あ
る
」
と
回
答
（
図
２
）。
な

か
に
は
、
こ
の
受
講
を
き
っ
か
け
に
関
心
を

持
ち
始
め
た
人
も
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
回
答
に
は
医
師
へ
の
心
温
ま
る

言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

「
少
な
い
医
師
の
中
で
昼
夜
を
問
わ
ず
対

応
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
」、「
先

生
に
い
て
い
た
だ
け
る
か
ら
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
ま
す
。
先
生
も
、
お
体
に
お
気
を

つ
け
く
だ
さ
い
」
―
―
。

平
成
23
年
度 

香
美
町
地
域
医
療
巡
回
講
座

今
年
度
初
回 

香
美
町
地
域
医
療
巡
回
講
座

してみたいことしてみたいこと
がある 28％がある 28％

できそうなことできそうなこと
がある 28％がある 28％

何かをして何かをして
みたい 21％みたい 21％

無回答 22％無回答 22％

なし 1％なし 1％

（図 1）自分自身の健康づくりへの意識

初めて関心を持った 3％初めて関心を持った 3％

初めて考えた 5％初めて考えた 5％

無回答 6％無回答 6％考えたことはない 2％考えたことはない 2％

関心がある 関心がある 
39％39％

考えたことがある考えたことがある
45％45％

（図 2）地域医療への関心度

　

先
日
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
、
神
戸
大
学

医
学
部
附
属
病
院
研
修
医
の
村
上
優
で
す
。

　

今
回
、
柤
岡
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、「
皆

さ
ん
が
す
ご
い
と
こ
ろ
に
住
ん
で
お
ら
れ

る
な
ぁ
」
と
い
う
の
が
最
初
の
印
象
で
し
た
。

そ
こ
の
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ
う
中
で
、
皆
さ
ん

が
健
康
と
医
療
に
と
て
も
興
味
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
が
あ

ふ
れ
出
て
い
る
の
を
感
じ
、
や
り
が
い
を
感

じ
ま
し
た
。
こ
ん
な
、
ひ
よ
っ
子
の
話
で
も

熱
心
に
聞
い
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
地
域
の
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ
う
機

会
が
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
は
本
当
に
い
い

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■写真

　今年度初回となる香美町地域医療巡回講座（村

岡区柤岡、5月 25 日開催）の様子。

　地域の皆さん 32 人が参加し、公立村岡病院の

石田長次院長、同院で研修中の神戸大学医学部付

属病院の村上優研修医を講師に招き、「高血圧と

減塩」、「高齢者のため〝ほぼただでできる〟健

康法」、「終末期医療」について講演いただいた後、

参加者と講師の意見交換を行いました。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　

町
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の
利
用

者
に
運
賃
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

空
港
利
用
後
に
助
成
手
続
き
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
が
、
空
港
利
用
前
に
事
前
に
助

成
金
額
を
差
し
引
い
た
金
額
で
航
空
券
を
購

入
で
き
る
『
事
前
助
成
』
制
度
が
大
変
便
利

で
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

空
港
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
ご
負
担
も

少
な
く
て
済
み
ま
す
の
で
、
こ
の
制
度
を
ご

利
用
い
た
だ
い
て
空
の
旅
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
伊
丹
空
港
で
乗
り
継
ぐ
と
、
２
〜

３
時
間
で
東
京
（
羽
田
空
港
）
へ
行
く
こ
と

が
で
き
ま
す
（
下
表
）。
全
国
各
地
に
出
向

か
れ
る
際
や
ふ
る
さ
と
但
馬
に
帰
省
さ
れ
る

際
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
者　

　

・
町
内
に
住
所
の
あ
る
人

　

・ 

町
内
に
所
在
す
る
事
務
所
、
事
業
所
な

ど
に
勤
務
し
て
い
る
人

　

・
町
出
身
者
お
よ
び
そ
の
家
族

　
　

（
帰
省
で
の
利
用
も
可
）

助
成
手
続
き

　

【
事
前
助
成
】

　

 　

事
前
助
成
取
扱
店
（
左
表
）
で
手
続
き

を
行
う
と
、
事
前
に
助
成
金
額
を
差
し
引

い
た
額
で
航
空
券
を
購
入
で
き
ま
す
。

　

【
事
後
助
成
】

　

 　

但
馬
空
港
ご
利
用
後
に
、
搭
乗
券
の
半

券
、
印
鑑
、
振
込
先
の
分
か
る
も
の
を
ご

持
参
い
た
だ
き
、
役
場
ま
た
は
各
地
域
局

で
早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

但馬内の事前助成取扱店

＜豊岡市＞

　・ＪＡたじま旅行センター

　　℡ 0796・24・8200

　・㈱スカイウェイ

　　℡ 0796・29・0203

　・さとうトラベルサービス

　　℡ 0796・22・0007

　・㈱ツーリストサンフラワー

　　℡ 0796・22・4281

　・㈲ i. スマイル

　　℡ 0796・26・6140

　・旅サロンとよおか

　　℡ 0796・23・0001

　・いずしトラベルサービス

　　℡ 0796・52・4960

＜養父市＞

　・㈱ドリーム観光サービス

　　℡ 079・662・6281

　・㈱スカイウェイやぶ営業所

　　℡ 079・664・2552

＜朝来市＞

　・マックトラベルサービス

　　℡ 079・670・2727

区分 種別 運賃
助成後運賃
（一般）

助成後運賃
（団体・ペア往
復割引）

大人普通 OW 12,400 円 5,900 円 4,900 円

小児普通 CH 6,200 円 3,200 円 2,200 円

先得割引 SX
5,900 ～
7,400 円

3,400 ～
4,900 円

900 ～
2,400 円

特別割引

F01A 8,900 円 5,900 円 3,900 円

F01B 8,400 円 5,400 円 3,400 円

F01C 7,900 円 4,900 円 2,900 円

※ 団体・ペア往復割引助成後運賃の適用は、上記事前助成取扱店での予約が必
要です。

　「団体割引」…同時に５人以上で利用
　「ペア往復割引」…同時に２人以上で往復で利用
※ 助成対象者のうち、町出身者およびその家族には、団体・ペア往復割引助成
が適用されません。

但馬⇔大阪（伊丹）の運賃・利用助成金額

　（片道）〔主なもの〕

大
阪
・
神
戸
へ
、
東
京
へ
、
そ
し
て
全
国
各
地
へ

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

助
成
な
ど
…
役
場
企
画
課
・
各
地
域
局

　
　
　
　
　
　
　
　

予
約
・
運
行
状
況
な
ど
…
Ｊ
Ａ
Ｌ
予
約
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
０
１
２
０
・
25
・
５
９
７
１

※ 時刻表は、予告なしに変更されることがありますので搭乗の際には
必ずご確認ください。

10 月 27 日までの運航ダイヤ

東京

（羽田）
⇒

大阪

（伊丹）
⇒ 但馬

出発 便名 到着

（
乗
り
継
ぎ
）

出発 便名 到着

7:30
JAL

103
8:35 8:55

JAC

2321
9:35

14:30
JAL

121
15:35 16:30

JAC

2323
17:10

但馬 ⇒
大阪

（伊丹）
⇒

東京

（羽田）

出発 便名 到着

（
乗
り
継
ぎ
）

出発 便名 到着

10:00
JAC

2322
10:40 11:30

JAL

114
12:40

17:35
JAC

2324
18:15 19:30

JAL

134
20:40
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

も
っ
と
『
学
ぼ
う
』

も
っ
と
『
遊
ぼ
う
』

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

●
問
い
合
わ
せ
先

　

・
役
場
観
光
商
工
課

　

・
香
美
町
海
の
文
化
館　

　
　

℡
０
７
９
６
・
36
・
４
６
７
１

集
中
豪
雨
と
は

　

短
時
間
の
う
ち
に
狭
い
範
囲
に
集
中
し
て

降
る
大
雨
を
「
集
中
豪
雨
」
と
い
い
ま
す
。

　

１
日
当
た
り
数
10
㎜
（
ミ
リ
）
程
度
の
降

雨
で
は
、
災
害
が
発
生
す
る
こ
と
は
ま
れ
で

す
。
し
か
し
、
１
時
間
当
た
り
数
10
㎜
の
雨

が
狭
い
範
囲
で
集
中
し
て
降
る
と
、
浸
水
や

が
け
崩
れ
な
ど
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
数
日
に
わ
た
り
雨
が
降
り
続
く
場

合
、
降
水
量
が
増
す
ほ
ど
水
害
や
土
砂
災
害

の
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

雨
量
の
計
り
方

　

降
雪
量
は
地
面
に
積
も
っ
た
高
さ
（
㎝
）

で
判
断
し
ま
す
。
同
様
に
、
雨
の
場
合
は
容

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
観
光
や
地
域
の

活
性
化
に
生
か
す
た
め
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん

に
伝
え
る
技
術
を
習
得
し
よ
う
と
６
月
２
日
、

小
代
物
産
館
で
初
回
と
な
る
「
小
代
ジ
オ
ガ

イ
ド
養
成
講
習
会
」（
全
７
回
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
小
代
区
を
対
象
に
し
て
行
わ
れ

る
同
講
習
会
。
こ
の
日
は
、
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
学
術
部
会
員
の
先
山
徹

氏
（
兵
庫
県
立
大
学
准
教
授
）
が
「
ジ
オ
パ
ー

ク
総
論
」
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
は
じ
め
、
国
内

外
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
や
各
種
ジ
オ
パ
ー

ク
大
会
の
様
子
を
ス
ラ
イ
ド
な
ど
で
紹
介
し

た
先
山
氏
。
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
役
割
を
「
地
域

ブ
ラ
ン
ド
と
な
り
得
る
自
然
景
観
、
文
化
、

歴
史
、
食
な
ど
を
大
地
の
物
語
と
し
て
伝
え

る
語
り
部
」
と
説
明
。「
ジ
オ
の
見
ど
こ
ろ

の
現
状
を
絶
え
ず
把
握
し
、
そ
の
保
護
に
力

を
注
ぐ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
、
ジ

オ
ガ
イ
ド
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
一
人
は
「
深
く
学
ん
で
、
早
く

さ
ま
ざ
ま
な
人
に
伝
え
た
い
」
と
意
気
込
ん

で
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
ジ
オ
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
会
話
能
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や

万
一
に
備
え
た
救
急
法
な
ど
を
習
得
し
、
最

終
回
に
は
、
ガ
イ
ド
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

う
予
定
で
す
。

器
に
た
ま
っ
た
深
さ
（
雨
量
）
で
そ
の
度
合

を
判
断
し
、
単
位
は
㎜
（
ミ
リ
）
で
す
。

　

つ
ま
り
「
あ
る
観
測
地
点
で
１
時
間
に
10

㎜
の
雨
量
を
観
測
」
と
い
え
ば
、
１
時
間
に

10
㎜
の
深
さ
の
雨
が
た
ま
っ
た
（
降
っ
た
）

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

１
時
間
に
30
㎜
前
後
の
雨
量
は
注
意
報
基

準
程
度
、
60
㎜
前
後
の
雨
量
は
警
報
基
準
程

度
と
さ
れ
、
災
害
発
生
の
目
安
は
24
時
間
に

90
㎜
程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
24

時
間
に
２
０
０
㎜
を
超
え
る
と
重
大
な
災
害

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

問い合わせ先

役場総務課防災安全室

集
中
豪
雨
と
雨
量
の
関
係

1 時間当たり

の雨量
10 ～ 20㎜ 20 ～ 30㎜ 30 ～ 50㎜ 50 ～ 80㎜ 80㎜～

予報用語 やや強い雨 強い雨 激しい雨 非常に激しい雨 猛烈な雨

人の受けるイ

メージ
ザーザーと降る どしゃ降り

バケツをひっくり

返したように降る

滝のようにゴー

ゴーと降る

・ 息苦しくなるよ

うな圧迫感があ

る

・恐怖を感じる

発生が予想さ

れる災害など

長く続くときは注

意が必要

・ 側溝や小さな川

があふれる

・ 小規模のがけ崩

れが始まる

・ 山崩れ・がけ崩

れが起きやすく

なる

・ 危険地帯では避

難の準備が必要

・ 土石流が起こり

やすい

・ 多くの災害が発

生する

・ 大規模な災害の

発生するおそれ

が強い

・ 厳重な警戒が必

要

雨の強さ（雨量）と降り方など

小
代
の
〝
達
人
〞
を
目
指
し
て
！

小
代
ジ
オ
ガ
イ
ド
養
成
講
習
会

▲先山氏の講義に熱心に聞き入る参加者
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
（
役
場
福
祉
課
内
）

　
　

℡
０
７
９
６
・
36
・
４
０
０
４
（
直
通
）

通
信

い

き
い
き

か
ら
だ
楽
ラ
ク
ダ
教
室

か
ら
だ
楽
ラ
ク
ダ
教
室

　

近
年
、
骨
折
、
転
倒
、
関
節
疾
患
な
ど
が

原
因
で
、
要
介
護
状
態
に
な
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

町
で
は
今
年
度
か
ら
、
郵
送
や
訪
問
な
ど

で
す
べ
て
の
65
歳
以
上
の
人
に
自
分
の
日
常

生
活
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
生
活
機
能
に
関
す

る
問
診
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

｢

足
腰
が
弱
く
な
っ
た｣

、「
よ
く
つ
ま
ず
く｣

な
ど
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
体
の
変
化
が
気

に
な
る
と
答
え
た
人
を
対
象
に
『
か
ら
だ
楽

ラ
ク
ダ
教
室
』（
下
表
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
イ
ス
に
座
っ
て
行
う
運
動
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
、
お
口
や
栄
養
に
つ
い
て
学

ぶ
介
護
予
防
教
室
で
、
対
象
地
区
ご
と
に
開

催
期
間
中
に
６
回
（
２
週
間
に
１
回
程
度
）

行
い
ま
す
。

　

昨
年
参
加
し
た
人
か
ら
は
「
ひ
ざ
の
痛
み

が
楽
に
な
っ
た
」、「
歩
き
や
す
く
な
っ
た
」

な
ど
の
う
れ
し
い
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

一
緒
に
学
ん
で
元
気
を
「
貯
蔵
」

「からだ楽ラクダ教室」 地区別開催一覧

対象地区 開催場所 開催期間

香住・柴山地区 役場本庁舎 11月 29 日～ 3月 7日

佐津・奥佐津地区 佐津地区公民館 10月 9日～ 12月 18 日

長井地区 長井地区公民館 11月 21 日～ 3月 6日

余部地区 余部地区公民館 11月 28 日～ 3月 13日

兎塚・村岡地区 村岡リハビリセンター 10月 2日～ 12月 11 日

射添地区 射添地区公民館 8月 29日～ 11月 7日

小代区 小代地域局 8月 22日～ 10月 31 日

※開催時間はいずれも 13:30 ～ 15:30

　

『
ラ
ク
ダ
の
こ
ぶ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
貯
蔵

庫
』。
日
常
生
活
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
ポ
イ

ン
ト
を
学
ん
で
、
元
気
を
貯
蓄
し
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
日
程
な
ど
詳
し
い
内
容
は
対
象
者

に
個
別
に
ご
案
内
し
ま
す
。

　賢い消費者になりましょう！

消 生 活費 相談

こんな
とき、どうする？

～ 便利なネット通販の〝落とし穴〟 ～

【事例】

　インターネットでコート

とブーツを購入した。届い

たものを身に着けてみると、

通常より小さめに作られて

いるようで、サイズが合わ

なかった。

　クーリングオフできるか。

【ひとことアドバイス】

◇ 購入前に実物を手にとれないため、サ

イズが合わなかったり、注文時の注意

書きをよく読まずに注文し、返品でき

なかったりといったトラブルがありま

す。

◇ 通信販売にはクーリングオフ制度が適

用されません。返品は販売業者のルー

ルによります。返品不可の表示がある

ものは原則、返品できないため、購入

前によく確認する必要があります。

◇ 返品について表示がない場合、商品を

受け取った日から 8日間は申し込み

の撤回または契約解除ができます（送

料は購入者負担）。

相談は

　こちらへ…

●役場消費生活相談窓口（町民課内）

　℡ 0796・36・1941（直通）
●たじま消費者ホットライン
　℡ 0796・23・1999
※相談無料で秘密は厳守 !!
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

文 

芸 

か 

み

小
代
俳
句
教
室

雨
の
日
の
さ
ら
に
煮
つ
ま
る
蕗ふ

き

、
山
椒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

捷
子

梅
雨
晴
や
栗
の
木
三
本
森
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田 

ま
ち
子

桑
の
木
に
よ
ん
べ
の
熊
棚
雨
に
濡
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中 
富
美
代

助
っ
人
に
主
役
ゆ
づ
る
や
田
草
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
庭 

正
江

谷
若
葉 

骨
盤
体
操
一
、
二
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

美
千
代

昼
の
灯
台
た
ん
ぽ
ぽ
の
絮わ

た

つ
ぎ
つ
ぎ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

選
者　

尾
崎 

龍
し
げ
み

※ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
香
美
町
文
化
協
会
所
属
の
各

団
体
の
俳
句
・
短
歌
を
毎
月
掲
載
し
ま
す
。

　

原
因
不
明
で
治
療
方
法
が
未
確
立
で
あ
り
、
か
つ
後

遺
症
を
残
す
お
そ
れ
が
あ
る
特
定
疾
患
。
そ
の
医
療
費

は
公
費
で
負
担
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
継
続
し
て
希
望
す
る
場
合
は
、
受
給
者

証
の
更
新
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
更
新
に
必
要
な
書
類
は
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

更
新
対
象
者

　

有
効
期
限
の
終
期
が
平
成
24
年
９
月
30
日
の
受
給
者

証
を
持
つ
人
で
、
そ
の
翌
日
以
降
も
引
き
続
き
交
付
を

希
望
す
る
人

更
新
期
限

　

９
月
28
日
（
金
）

　

※
受
給
者
証
の
送
付
は
、
申
請
後
約
２
ヵ
月
程
度
か

か
り
ま
す
。
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

更
新
受
付
場
所

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　

※ 

た
だ
し
、
次
の
日
は
新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所
で

出
張
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　
　

・
７
月
10
日
、
18
日
、
24
日
、
31
日

　
　

・
８
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

　
　
　

※ 

受
付
時
間
は
い
ず
れ
の
日
も
午
前

10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
（
正
午

か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
除
く
）

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

●
問
い
合
わ
せ
先　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
０
７
９
６
・
26
・
３
６
７
２

更
新
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

町
有
地
の
売
却

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先　

役
場
総
務
課

　

将
来
的
に
利
用
予
定
の
な
い
町
有
地
を
一
般
競
争
入
札

に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

　

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
役
場
備
え
付
け
の
申

込
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
平
成
24
年
７
月
31
日

（
火
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）。

　

な
お
、
受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
で
す
。

　

詳
し
く
は
役
場
に
お
問
い
合
せ
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●物件の位置●物件の現状

●物件の概要

種　　類 土地 地　　目 原野
所在地番 香住区上岡字藤谷 644、645、646 番 (3 筆 )
公簿地積 2,822㎡

最低売却価格 1,500,000 円
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 24年 6月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　

　　　℡ 0796・36・0137

　

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
の
一
環

と
し
て
役
場
で
取
材
体
験
を
行
っ

た
生
徒
の
皆
さ
ん
、
初
め
て
の
体
験

に
き
っ
と
緊
張
し
た
こ
と
で
し
ょ

う
ね
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
▼
皆

さ
ん
を
見
て
い
る
と
「
初
心
、
忘

る
べ
か
ら
ず
」
の
言
葉
と
一
緒
に
、

私
自
身
の
初
取
材
時
の
新
鮮
さ
や
、

背
中
を
流
れ
た
冷
や
汗
を
つ
い
最

近
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
▼
取

材
中
、
あ
る
生
徒
か
ら
聞
い
た
「
子

ど
も
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
」
の
言
葉
。
私
の
場
合
、
生

徒
の
皆
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
新

米
記
者
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
み
う
ら
）

ー
編
集
後
記
ー

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（5/21 ～ 6/20）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※ このコーナーは、先月（5/21 ～ 6/20）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

過
去
最
多
の
２
１
６
９
人
が
小
代
を
激
走
！

豊
か
な
緑
を
育
む
〝
大
沼
湿
原
〞

第
20
回
み
か
た
残
酷
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
（
６
月
10
日
、
小
代
区
内
）

ふ
る
さ
と
語
り
部
講
座
（
６
月
２
日
、
ハ
チ
北
高
原
）

　

今
年
で
20
回
の
節
目
を
迎
え
た
「
み
か
た
残
酷
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
」
が
６

月
10
日
、
小
代
区
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
の
マ
ラ
ソ
ン
ブ
ー
ム
も
あ
り
、
昨
年
大
会
よ
り
約
４
０
０
人
多
い
過
去

最
多
の
２
１
６
９
人
が
出
場
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
10
〜
70
代
の
ラ
ン
ナ
ー
の

中
に
は
岩
手
県
や
鹿
児
島
の
人
も
い
る
な
ど
、
同
大
会
の
全
国
的
な
広
が
り
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

コ
ー
ス
は
、
小
代
ド
ー
ム
（
小
代
区
実
山
）
を
ス
タ
ー
ト
し
、
山
間
部
を
走

り
抜
け
て
小
代
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ゴ
ー
ル
地
点
ま
で
全
長
24
㎞
、
高
低
差

約
４
１
０
ｍ
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
と
ん
だ
も
の
。
途
中
、
７
５
０
人
を
超
す
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
、
各
給
水
所
で
の
サ
ポ
ー
ト
や
大
会
運
営
な
ど
に
協

力
し
た
ほ
か
、
沿
道
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
が
ラ
ン
ナ
ー
に
対
し
て
温
か
い
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

有
名
人
や
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
ふ
ん
し
て
大
会
を
楽
し
む
ラ
ン
ナ
ー

が
い
る
一
方
、
ゴ
ー
ル
後
に
体
力
を
使
い
果
た
し
、
倒
れ
こ
む
ラ
ン
ナ
ー
も
い

る
な
ど
、
思
い
思
い
に
大
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
優
勝
争
い
で
は

町
内
ラ
ン
ナ
ー
も
健
闘
。
一
時
は
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
ま
し
た
が
、
結
果
は
惜
し

く
も
10
秒
差
の
２
位
。
そ
の
活
躍
に
沿
道
か
ら
は
「
が
ん
ば
れ
ー
」
と
大
き
な

声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
一
人
は
ゴ
ー
ル
後
「
想
像
以

上
に
残
酷
な
マ
ラ
ソ
ン
。
で
も
、
大
会
の

雰
囲
気
が
素
晴
ら
し
い
。
ぜ
ひ
、
来
年

も
挑
戦
し
た
い
」
と
息
を
切
ら
せ
な
が
ら

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り

で
す
（
敬
称
略
）。

　

男
子
の
部
▼
行
場
竹
彦
（
西
宮
市
）
１

時
間
24
分
40
秒
、
女
子
の
部
▼
吉
住
友
里

（
大
阪
府
）
１
時
間
34
分
23
秒

　

ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ「
ふ
る
さ
と
語
り
部
講
座
」。今
年
度
は〝
暮

ら
し
の
中
の
食
と
ジ
オ
パ
ー
ク
〞
を
テ
ー
マ
に
、
11
月
ま
で
毎
月
１
回
、
各
区

を
訪
ね
歩
き
ま
す
。

　

第
１
回
と
な
っ
た
６
月
２
日
は
、
約
80
人
が
参
加
。
ハ
チ
北
観
光
協
会
の
渡

邊
育
子
さ
ん
を
ガ
イ
ド
に
招
き
、
ハ
チ
北
高
原
に
あ
る
大
沼
湿
原
を
散
策
し
た

後
、
旅
館
「
さ
か
え
」
の
西
谷
サ
カ
エ
さ
ん
に
よ
る
地
元
産
の
山
菜
を
使
っ
た

料
理
な
ど
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

大
沼
湿
原
は
、
ハ
チ
北
高
原
ス
キ
ー
場
の
中
腹
、
中
央
ゲ
レ
ン
デ
の
わ
き
に

あ
り
、
標
高
約
８
０
０
ｍ
、
面
積
約
２
ha
の
ひ
ょ
う
た
ん
形
の
湿
原
。
過
去
の

地
す
べ
り
で
で
き
た
く
ぼ
地
に
水
が
た
ま
っ
て
発
達
し
た
も
の
と
い
わ
れ
、
高

層
湿
原
（
栄
養
素
が
少
な
い
低
温
の
湿
原
。
泥
炭
化
し
た
植
物
が
多
量
に
た
ま

り
、
周
囲
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
）
の
一
つ
で
す
。

　

こ
の
日
、
高
原
を
渡
る
涼
や
か
な
風
に
誘
わ
れ
て
湿
原
を
訪
れ
た
参
加
者
。

入
口
付
近
で
県
郷
土
記
念
物
の
ハ
ル
ニ
レ
の
巨
木
に
迎
え
ら
れ
た
後
、
ガ
イ
ド

の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
ヤ
マ
ド
リ
ゼ
ン
マ
イ
や
ニ
リ
ン
ソ
ウ
の

群
生
な
ど
を
見
学
。
湿
原
特
有
の
植
生

に
感
心
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

毎
年
、
こ
の
講
座
に
参
加
し
て
い
る

山
根
弘
子
さ
ん
（
村
岡
区
黒
田
）
は
「
こ

の
講
座
は
、
町
内
の
自
然
豊
か
な
素
晴

ら
し
い
場
所
に
気
付
か
せ
て
く
れ
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
今
度
は
友
人

を
誘
っ
て
、
大
沼
を
訪
れ
た
い
で
す
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲ガイドからヤマドリゼンマイの説明を受ける参加者

▲コースを埋めつくすランナー。過去最多の参加者数を記録。
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香
住
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
応
援
！

連
続
講
座
を
通
し
て
交
流
を
深
め
よ
う
！

第
16
代
か
す
み
香
り
レ
デ
ィ
が
町
長
を
表
敬
訪
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
６
月
11
日
、
役
場
本
庁
舎
）

香
美
町
青
い
鳥
学
級
開
講
式
（
６
月
15
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
）

　

香
住
区
を
中
心
に
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
う
「
か
す
み
香
り
レ
デ
ィ
」

が
６
月
11
日
、
長
瀬
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

訪
問
し
た
の
は
、
４
月
16
日
に
香
住
観
光
協
会
主
催
の
選
考
会

で
選
ば
れ
た
、
町
内
在
住
の
３
人
。
平
成
元
年
の
初
代
か
ら
数
え

て
16
代
目
（
任
期
は
平
成
７
年
ま
で
が
１
年
間
、
そ
れ
以
降
は
２

年
間
）
と
な
り
、
任
期
は
平
成
26
年
３
月
末
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

　

そ
の
１
人
、
関
祐ゆ

う

き来
さ
ん
は
「
生
ま
れ
も
育
ち
も
香
住
。
こ
こ

の
海
や
自
然
が
大
好
き
で
す
。
２
年
間
、
香
住
を
ど
ん
ど
ん
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

香
美
町
青
い
鳥
学
級
の
開
講
式
が
６
月
15
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
、
美
方
郡
内
の
視
覚
障
害
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
40
人

が
参
加
。
講
演
や
意
見
交
換
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

視
覚
障
害
者
の
社
会
進
出
を
支
援
す
る
青
い
鳥
学
級
は
、
日
常
生
活

に
役
立
つ
知
識
や
幅
広
い
教
養
な
ど
を
学
び
な
が
ら
、
障
害
者
同
士
の

交
流
を
深
め
る
年
間
を
通
し
た
連
続
講
座
で
す
。

　

こ
の
日
は
式
典
の
後
、
兵
庫
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
の
大
垣
洋

ひ
ろ
し

理
事
が
補
装
具
や
日
常
生
活
用
具
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
、
参
加

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
香
美
町
青
い
鳥
学
級
で
は
、
落
語
鑑
賞
や
音
楽
鑑
賞
、
ま

た
文
化
祭
の
出
展
作
品
の
製
作
な
ど
を
通
し
て
、
町
内
は
も
と
よ
り
美

方
郡
内
で
の
交
流
を
深
め
て
い
く
予
定
で
す
。
年
度
途
中
か
ら
の
参
加

も
可
能
で
、
参
加
費
は
無
料
で
す
（
材
料
費
や
入
場
料
な
ど
が
必
要
な

場
合
あ
り
）。
現
在
、
学
級
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▲左から高橋由
ゆ り え

理栄さん（香住区一日市）、駒居美樹さん（同
区若松）、関祐来さん（同区下浜）

▲講演を行う大垣理事

活
動
が
評
価
さ
れ
、
修
繕
費
用
の
助
成
が
決
定
！

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
か
ら
修
繕
費
用
助
成
金
の
決
定
書
が
授
与
（
６
月
７
日
、
役
場
本
庁
舎
）

　

今
秋
、
プ
ー
ル
の
大
規
模
改
修
を
予
定
し
て
い
る
香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
香
住
区
境
）。
今
回
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
か
ら
そ
の
費
用
の
一
部
が
助
成
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
役
場
本
庁
舎
で
そ
の
決
定
書
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
行
っ
て
い
る
幼
児
運
動
教
室
や
利
用
者
数
な
ど

が
、
全
国
４
８
０
ヵ
所
あ
る
施
設
の
中
で
も
特
に
評
価
さ
れ
た
こ
と
か
ら
決
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
61
年
に
同
財
団
が
建
設
し
、
平
成
元
年
、
旧
香
住
町
に
譲

渡
さ
れ
た
も
の
。
体
育
館
と
上
屋
付
き
の
全
長
25
ｍ
の
プ
ー
ル
な
ど
を
備
え
、
年

間
約
４
万
３
千
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、建
設
後
26
年
が
経
過
し
、プ
ー

ル
の
上
屋
な
ど
に
老
朽
化
が
目
立
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
約
３
２
０
０
万
円
を
か

け
て
修
繕
を
行
う
こ
と
が
決
定
。
こ
れ
に
伴
い
、
同
財
団
か
ら
こ
の
約
６
割
と
な

る
約
２
１
０
０
万
円
が
助
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
工
事
は
今
秋
着
工
の

予
定
。
来
年
５
月
の
プ
ー
ル
開
き
で
新
し
い
上
屋
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

授
与
式
で
は
「
今
後
も
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
地

域
の
豊
か
な
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
」
と
同
財
団
の
大
島
康
雄
常
務
理
事
が
決

定
書
を
長
瀬
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
長
瀬
町

長
は
「
温
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
健
康
づ
く

り
の
拠
点
と
し
て
、
今
後
も
活
用
し
て
い
き
ま

す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

▲助成金決定書を手渡した大島常務理事（写真右）と長瀬町長

香住 B&G 海洋センタープール
をぜひご利用ください！
●利用期間
　9月30日まで（月曜日、祝日を除く）
の 9:00 ～ 19:00（7 月 22 日～ 8 月
31日は 21:00）まで
●料金
・ 町内在住者…中学生以下は無料、高校
生以上は 100 円
・ 町外在住者…中学生以下は 100 円、高
校生以上は 200 円
●注意
　水泳帽必要、小学生以下は保護者
の同伴が必要
●問い合わせ先
香住Ｂ＆Ｇ海洋センター
℡ 0796-36-2467



この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。

役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　  消費生活相談　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

◇
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
88
号
）
平
成
24
年
7
月
12
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

まちのうごき

（平成 24 年 6 月 1 日現在）

合　計　20,394 人（－  33）

　男　　 9,728 人（－  22）

　女　　10,666 人（－  11）

世帯数  6,840 世帯（－  11）

カッコ内は前月比

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
比
較
的
流
れ
の
急
な
河
川
で
よ
く
見
ら

れ
、
そ
の
中
に
は
甌
穴
を
作
り
上
げ
た
丸
い
石
が
入
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
大
雨

な
ど
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
、
穴
の
中
に
土
砂
が
た
ま
っ

て
い
ま
す
。
香
住
海
岸
を
は
じ
め
海
沿
い
の
岩
場
に
も
似
た

穴
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
波
の
力
に
よ
っ
て
で
き
た

海
か
い
し
ょ
く蝕
甌
穴
で
す
。

　

ア
セ
ビ
谷
甌
穴
群
は
、
川
沿
い
の
約
５
７
０

ｍ
に
わ
た
っ
て
点
在
し
て
い
ま
す
。
直
径
、
深

さ
と
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
川
の
流
れ
を
母
親
と
す

る
な
ら
、
個
性
豊
か
な
甌
穴
は
そ
の
子
ど
も

た
ち
と
い
う
感
じ
を
受
け
ま
す
。
そ
の
中
で

も
、
一
番
下
流
に
あ
っ
て
最
も
大
き
い
「
お
か

つ
ぼ
」
は
、
上
か
ら
見
る
と
だ
円
形
を
し
て
い

ま
す
。
長
辺
が
約
４
ｍ
、
短
辺
約
３
・
６
ｍ
で
、

そ
の
深
さ
は
約
２
・
２
ｍ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

姿
は
、
ど
っ
し
り
構
え
る
頼
り
が
い
の
あ
る
長

男
と
い
っ
た
と
こ
で
し
ょ
う
か
。

　

雪
解
け
の
時
期
や
雨
が
降
っ
た
後
、
ア
セ
ビ

谷
南
側
の
蓮れ

ん

た

い

さ

ん

台
山
や
九く

と

や

ま

斗
山
の
荒
々
し
い
岩
肌

に
は
白
糸
の
よ
う
に
流
れ
落
ち
る
幾
筋
も
の
滝

が
、
そ
し
て
、
周
辺
に
は
カ
ツ
ラ
の
大
木
や
ト

チ
の
木
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
な
ど
の
豊
か
な
木
々
の

営
み
。
こ
う
し
た
母
な
る
自
然
に
見
守
ら
れ
、

少
し
ず
つ
成
長
を
遂
げ
た
ア
セ
ビ
谷
甌
穴
群
。
そ
の
美
し
い

造
形
美
を
大
切
に
守
り
伝
え
よ
う
と
昭
和
56
（
１
９
８
１
）

年
、
町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ん
さ
ん
と
降
り
そ
そ
ぐ
夏
の
日
差
し
と
潮
の
香
り
も
素

晴
ら
し
い
も
の
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
寄
り
道
を
し
て
、
森
の

香
り
と
せ
せ
ら
ぎ
の
音
色
に
体
を
い
や
さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

自
然
が
贈
っ
て
く
れ
た
美
し
い
彫
刻
を
眺
め
な
が
ら
。

　

憂
う
つ
な
梅
雨
が
明
け
る
と
、
つ
い
に
夏
本
番
。
山
、
川
、

海
が
色
鮮
や
か
さ
を
増
し
、
ひ
と
き
わ
輝
く
季
節
で
す
。

　

さ
て
、
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
川

の
流
れ
が
岩
肌
に
刻
み
つ
け
た
自
然
の
彫
刻
、ア
セ
ビ
谷（
香

住
区
市
午
）
に
あ
る
甌
穴
群
で
す
。

　

甌
穴
は
、
川
底
な
ど
に
で
き
る
円
形
の
穴
の
こ
と
で
す
。

川
底
が
固
い
岩
盤
の
場
合
、
表
面
に
割
れ
目
な
ど
の
弱
い
部

分
が
で
き
る
と
、
水
流
の
浸
食
作
用
で
そ
の
割
れ
目
が
広
が

り
、
く
ぼ
み
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
洗
濯
機
の
よ
う
に
水

流
の
渦
が
で
き
、
小
石
が
入
る
と
く
ぼ
み
の
中
を
転
が
り
続

け
、
少
し
ず
つ
岩
盤
を
削
っ
て
円
形
の
穴
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
が
甌
穴
で
、
そ
の
形
状
か
ら
鍋な

べ

あ

な穴
、
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
と
も

第
24
回

町
指
定
文
化
財
（
天
然
記
念
物
）

ア
セ
ビ
谷
甌お

う

け

つ

ぐ

ん

穴
群

▲位置図

アセビ谷甌穴群

余部道路

至 鳥取

市午区

■ アセビ谷甌穴群の全景（上）
と「おかつぼ」（下）


